
新規事業採択時評価結果（平成２８年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 
一般国道２４７号 

西知多E

に し ち た

AAE道路E

ど う ろ

A（AE東海E

とうかい

Aジャンクション） 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

中部地方整備局 

起終点 
自：愛知県

あ い ちけ ん

東海市
と う かい し

新宝町
しんぽうまち

 

至：愛知県
あ い ちけ ん

東海市
と う かい し

東海町
とうかいまち

 
延長  ２.０ｋｍ 

事業概要  

一般国道２４７号西知多道路（東海ジャンクション）は、中部国際空港と名古屋港及び高規格幹線道路を連

絡し、名古屋都市圏自専道網を形成することで、国道２４７号の渋滞を緩和し物流効率化によるものづくり産

業の支援を目的に計画された道路。 

事業の目的、必要性  

対象区間の整備により、国道247号の物流の安定性が確保され、自動車産業等、ものづくり産業の円滑な企業

活動を支援するとともに、信頼性の高い空港へのアクセス道路の代替性が確保され、さらにインバウンド観光

やリニア中央新幹線の開通などによる交通需要の増加にも対応。 

全体事業費 約２８５億円 計画交通量  約１２，０００台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

東海ＪＣＴについては、ＪＣＴ形式等の既設互層形式の構造物の隙間に新設構造物を施工することとなりま

すが、既設構造物との近接施工、管理者間での調整、高度な施工技術といった条件が重なり、高難度な技術力

が必要な事業であるため、直轄事業による実施をお願い申し上げます。また、知多地域においては、中部臨空

都市への企業進出、新たな工業団地計画などの地域開発、地域の渋滞緩和を図る国道155号東海拡幅などの道路

整備を沿線市と一体となって進めているところです。さらに、今後は西知多道路の整備と一体となってストッ

ク効果が最大限に発揮されるよう沿線市と連携して取り組んで行きますので、ご支援いただきますようお願い

申し上げます。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 
 
事業採択の前提条件  

・費用対便益 ：便益が費用を上回っている。 

・手続きの完了：都市計画決定手続きの完了（Ｈ２６．４） 

事業評価結果 
 

費
用
便
益
分
析 

Ｂ／Ｃ １．７ 

総費用 ２１５億円 総便益 ３５５億円 基準年  

事 業 費：２０３億円 

維持管理費： １２億円 

走行時間短縮便益：２５２億円 

走行経費減少便益： ７２億円 

交通事故減少便益： ３０億円 

平成２７年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝１．４(交通量  －１０％) B/C＝１．７(交通量  ＋１０％) 

事業費変動 B/C＝１．５(事業費  ＋１０％) B/C＝１．８(事業費  －１０％) 

事業期間変

 
B/C＝１．６(事業期間 ＋２０％) B/C＝１．８(事業期間 －２０％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 ◎ 

国道２４７号の物流の安定性が確保され、自動車産業等、ものづくり産業の円滑な企業活動を

支援。 

【混雑度の変化】 

 現況 ２．１  ⇒  整備後 ０．８ 

事故対策 －  注目すべき影響はない。 

歩行空間 －  注目すべき影響はない。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 －  注目すべき影響はない。 

地域経済 ◎ 

ピーク時旅行速度の向上等の円滑な企業活動を支援。 

【ピーク時旅行速度の変化（東海ＪＣＴ～加家ＩＣ北行き）】 

 現況 34ｋｍ/ｈ  ⇒  整備後 51ｋｍ/ｈ 

災 害 －  注目すべき影響はない。 

環 境 －  注目すべき影響はない。 

地域社会 ◎ 

信頼性の高い空港へのアクセス道路の代替性が確保され、さらにインバウンド観光やリニア中

央新幹線の開業などによる交通需要の増加にも対応 

  

【中部国際空港～名古屋駅の所要時間】 

 現況 48分～60分（ばらつき：12分）  ⇒  整備後 45分～50分（ばらつき：5分） 

参考）知多半島道路のばらつき 38分～42分（ばらつき：4分） 

事業実施環境 ○ 
・都市計画決定手続きの完了（Ｈ２６．４） 

・愛知県知事、名古屋市長、東海市長、知多市長、常滑市長が早期事業化を要望。 

 

採択の理由 
 費用便益比が１．７と便益が費用を上回っているとともに、都市計画決定手続きが完了していることから、事

業採択の前提条件が確認できる。 

 また、国道247号の物流の安定性が確保され、自動車産業等、ものづくり産業の円滑な企業活動を支援するとと

もに、信頼性の高い空港へのアクセス道路の代替性が確保され、さらにインバウンド観光やリニア中央新幹線の

開通などによる交通需要の増加にも対応することから、事業の必要性・効果は高いと判断できる。 

 以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 
 

 

担 当 課：道路局 国道・防災課 

担当課長名：川﨑 茂信     

      

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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